
令和７年度 「東南アジア青年の船」事業 参加青年アンケート結果
①プログラム全体の評価・日本に対する印象の変化

 プログラム全体の評価は、日本参加青年・外国参加青年共に９割以上が「とても良い」又は「良い」と回答。
 外国参加青年に対し、プログラム参加後に日本に対する印象の変化を尋ねたところ、約９割が「非常に良くなっ

た」又は「良くなった」と回答。

【プログラム全体の評価】

【日本に対する印象の変化（プログラム参加後） 】

資料2－2
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日本参加青年（割合）

５：とても良い ４：良い ３：普通 ２：期待外れ １：悪い

52.2 40.3 6.9
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外国参加青年（割合）

５：とても良い ４：良い ３：普通 ２：期待外れ １：悪い

59.1 30.2 9.41.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国参加青年（割合）

５：非常に良くなった ４：良くなった ３：変わらない

２：悪くなった １：非常に悪くなった



令和７年度 「東南アジア青年の船」事業 参加青年アンケート結果
②プログラムに対する参加者の期待

 プログラムに対する参加者の期待について、日本参加青年・外国参加青年共に、約７割が「異文化理解・多様な価
値観の獲得」「国際的なネットワーク・友人関係の構築」と回答。

 日本参加青年は、異文化理解や国際経験を通じて「自分の考え方や能力を高めること」を重視するのに対し、外国
参加青年は、交流や共同生活を通じて得たつながりや学びを自国や社会で活かすことを重視する傾向が見られる。

 期待の達成度について、日本参加青年・外国参加青年共に、８割以上が「非常に高い」又は「高い」と回答。

【プログラムを通して得たいと期待していたもの】

【期待の達成度】

順位 日本参加青年 外国参加青年

1 異文化理解・多様な価値観の獲得（71％）
ASEAN各国の文化や社会を学び理解を深めることを重視

国際的なネットワーク・友人関係の構築（69％）
国を超えた仲間との連帯や長期的なつながりを重視

2 国際的なネットワーク・友人関係の構築（66％）
ASEAN諸国との関係構築や将来の協力関係づくりを重視

異文化理解・多様な価値観の獲得（65％）
異なる文化や価値観を共有し相互理解を進めることを重視

3 国際交流・共同生活の経験（63％）
多国籍環境で協働しながら学ぶ経験を積むことを重視

国際交流・共同生活の経験（61％）
日常的な交流や共同生活を通じた体験そのものを重視

4 自己成長・視野拡大（58％）
国際経験を通じて主体性や課題対応力を高めることを重視

将来につながる学び（48％）
自国の社会課題や活動に活かす実践的な学びを重視

5 将来につながる学び（44％）
国際協力や地域理解を将来の進路に活かすことを重視

自己成長・視野拡大（46％）
多様な社会に触れて視野や価値観を広げることを重視

45.0 40.0 10.05.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本参加青年（割合）

５：非常に高い ４：高い ３：概ね達成 ２：低い １：非常に低い

55.3 35.2 8.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国参加青年（割合）

５：非常に高い ４：高い ３：概ね達成 ２：低い １：非常に低い

※ 日本参加青年・外国参加青年の全回答を対象に、自由記述の主な傾向を整理したもの。



令和７年度 「東南アジア青年の船」事業 参加青年アンケート結果
③各プログラムの満足度

 プログラム別に満足度をみると、日本参加青年・外国参加青年共に、ナショナルプレゼンテーション（NP）や日本
国内のホームステイの満足度が高い。

 このほか、日本参加青年についてはASEAN各国におけるホームステイ、外国参加青年についてはディスカッショ
ンプログラムの満足度が高くなっている。

【各プログラムの満足度】
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※ 日本参加青年及び外国参加青年それぞれについて、各プログラムの満足度の平均を取ったもの。
（５：非常に満足、４：満足、３：普通、２：やや不満、１：非常に不満）



令和７年度 「世界青年の船」事業 参加青年アンケート結果
①プログラム全体の評価・日本に対する印象の変化

 プログラム全体の評価は、日本参加青年・外国参加青年共に９割以上が「とても良い」又は「良い」と回答。
 外国参加青年に対し、プログラム参加後に日本に対する印象の変化を尋ねたところ、約９割が「非常に良くなっ

た」又は「良くなった」と回答。

【プログラム全体の評価】

【日本に対する印象の変化（プログラム参加後） 】
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５：とても良い ４：良い ３：普通 ２：期待外れ １：悪い
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５：非常に良くなった ４：良くなった ３：変わらない

２：悪くなった １：非常に悪くなった



令和７年度 「世界青年の船」事業 参加青年アンケート結果
②プログラムに対する参加者の期待

 プログラムに対する参加者の期待について、日本参加青年・外国参加青年共に、約７割が「国際的なネットワー
ク・友人関係の構築」、約６割が「異文化理解・多様な価値観の獲得」と回答。

 日本参加青年は、異文化理解や国際交流を通じて能力や視野を広げキャリアに活かすことを重視するのに対し、外
国参加青年は、交流や共同生活を通じて多様な文化を体験することを重視する傾向が見られる。

 期待の達成度について、日本参加青年・外国参加青年共に、８割以上が「非常に高い」又は「高い」と回答。

【プログラムを通して得たいと期待していたもの】

【期待の達成度】

順位 日本参加青年 外国参加青年

1 国際的なネットワーク・友人関係の構築（68％）
将来のキャリアに活かせる国際的な人脈づくりを重視

国際的なネットワーク・友人関係の構築（72％）
国籍を超えた友情や深いつながりの形成を重視

2 自己成長・視野拡大（62％）
国際経験を通じて能力や視野を広げ自己成長することを重視

異文化理解・多様な価値観の獲得（66％）
多様な文化や考え方を体験し理解を深めることを重視

3 異文化理解・多様な価値観の獲得（57％）
他国との比較を通じて自分の価値観を見直すことを重視

日本の文化や社会の理解（58％）
日本の文化・社会・生活を実際に体験することを重視

4 国際交流・共同生活の経験（54％）
多国籍環境でのコミュニケーション能力や適応力の向上を重視

国際交流・共同生活の経験（55％）
共同生活を通じて交流そのものを楽しみ経験することを重視

5 将来につながる学び（39％）
将来のキャリア形成や進路選択に役立てる学びを重視

将来につながる学び（42％）
国際活動や社会課題への取組に活かすことを重視
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５：非常に高い ４：高い ３：概ね達成 ２：低い １：非常に低い
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５：非常に高い ４：高い ３：概ね達成 ２：低い １：非常に低い

※ 日本参加青年・外国参加青年の全回答を対象に、自由記述の主な傾向を整理したもの。



令和７年度 「世界青年の船」事業 参加青年アンケート結果
③各プログラムの満足度

 プログラム別に満足度をみると、日本参加青年・外国参加青年共に、ナショナルプレゼンテーション（NP）やディ
スカッションプログラムの満足度が高い。

 このほか、外国参加青年については地域訪問活動（沖縄）の満足度が高くなっている。

【各プログラムの満足度】
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※ 日本参加青年及び外国参加青年それぞれについて、各プログラムの満足度の平均を取ったもの。
（５：非常に満足、４：満足、３：普通、２：やや不満、１：非常に不満）
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